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産業建設常任委員会委員長報告 
（令和５年３月２７日） 

 

産業建設常任委員会に付託されました議案について、 

審査の経過概要と、その結果を報告します。 

まず、第４７号議案、亀岡市都市公園条例の一部改正は、

亀岡駅北土地区画整理事業、大井町南部土地区画整理事業及

び亀岡駅南周辺地区まちなみ・まちづくり構想事業により設

置予定の公園を新たに都市公園として規定するとともに、亀

岡運動公園競技場の夜間使用に係る使用料等を設けるもの

であります。 

 採決に先立ち、亀岡運動公園競技場については、改修によ

り、付加価値が上がっており、利用料金の改定は妥当である

との賛成討論がありました。 

別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案可決すべ

きものと決定しました。 

 次に、第４８号議案、亀岡市亀岡駅自由通路等の設置及び

管理に関する条例の一部改正 及び 第４９号議案、亀岡市自

転車等駐車場条例及び亀岡市駅前送迎用スペース管理条例
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の一部改正は、亀岡駅北土地区画整理事業に伴い、亀岡駅自

由通路等の位置を変更しようとするものであり、別段異論な

く、採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定

しました。 

次に、第５０号議案、亀岡市営特定目的住宅条例の一部改

正は、薭田野町天川に設置している特定目的住宅１戸につい

て、老朽化に伴い用途廃止をしようとする改正及び債権関係

の規定の見直しや単身高齢者の増加等、最近の社会情勢を考

慮して、市営特定目的住宅への入居に際し、保証人の選任を

不要とする改正をしようとするものであり、別段異論なく、

採決の結果は、全員をもって原案可決すべきものと決定しま

した。 

次に、第５２号議案 市道路線の認定及び変更は、市道路

線について、４路線を認定し、４路線を変更しようとするも

のであり、別段異論なく、採決の結果は、全員をもって原案

可決すべきものと決定しました。 

以上、簡単ではありますが本委員会の報告といたします。 
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行政視察検討資料

●日程案

1

2

3

●候補地参考事例

No. 都道府県 市町村
人口
（人）

面積
（㎡）

取組事例

1 福島県 いわき市 323,935 1232.51 ・脱炭素社会実現プラン

2 栃木県 小山市
オヤマシ

167,201 171.75 ・予約型区域内運行のデマンドバス（おーバス）

3 茨城県 龍ケ崎市 75,721 78.59
・民間バス路線を補完する市のコミュニティバス導入（龍・
ゆうバス／龍ぐうバス）

4 茨城県 土浦市 141,904 122.89 ・ＮＰＯ運営によるまちづくり活性化バス（キララちゃん）

5 千葉県 市原市 269,562 368
・自治体経費負担・地域住民主体のコミュニティバス（あお
ばす）

6 長野県 安曇野市 96,446 331.78 ・オンデマンド交通（あづみんのるーと安曇野）

7 静岡県 藤枝市 142,169 194.06
・オーガニックビレッジ宣言（市民ふれあい農園整備事業費
補助金含む）

8 静岡県 牧之原市 43,466 111.69 ・地域公共交通計画

9 愛知県 江南市
コウナンシ

98,925 30.20 ・コミュニティタクシー「いこまい ＣＡＲ」

10 香川県 宇田
ウダ

津
ツ

町
チョウ 18,435 8.10 ・ゼロカーボンシティ（ため池の太陽光発電など）

11 愛媛県 八幡浜
ヤワタハマ

市
シ 31,141 132.65 ・スマート農業

12 愛媛県 西予市
セイヨシ

35,057 514.34 ・デジタル活用で稼げる農業

13 愛媛県 大洲市
オオズシ

40,463 432.12 ・持続可能な観光地

14 愛媛県 伊予市
イヨシ

35,743 194.45 ・自動運転バス

15 愛媛県 松山市 504,220 429.35 ・産学官連携「スマイル松山プロジェクト」

５月第３週：　１５日（月）・１６日（火）・１７日（水）・１８日（木）・１９（金）

５月第４週：　２２日（月）・２３日（火）・２４日（水）・２５日（木）

※６月２日（金）は、６月議会議案送付日予定。

５月第５週：　２９日（月）・３０日（火）・３１日（水）
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